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は
じ
め
に

江
戸
期
の
儒
者
は
神
道
に
関
心
を
持
つ
者
が
多
か
っ
た
。
例
え
ば
、
理
当
心
地
神
道
を
説
い
た
林
羅
山
や
垂
加
神
道
を
説
い
た
山
崎
闇
斎

な
ど
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
江
戸
時
代
を
代
表
す
る
儒
者
で
あ
る
伊
藤
仁
斎
は
神
道
に
対
し
て
余
り
関
心
を
示
さ
な
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
（
1
）。

し
か
し
、
子
の
東
涯
は
そ
の
生
涯
に
お
い
て
合
計
三
回
、
伊
勢
神
宮
に
参
拝
し
て
お
り
、
神
道
に
対
し
て
若
干
の
接
点
が
見

ら
れ
る
。
特
に
一
回
目
と
三
回
目
の
神
宮
参
拝
は
遷
宮
に
合
わ
せ
て
の
参
拝
で
あ
り
、
三
回
目
に
つ
い
て
は
旅
程
や
そ
の
際
の
交
遊
の
様
子

が
詳
細
に
残
る
。『
勢
遊
志
』
で
あ
る
（
2
）。

伊
藤
東
涯
（
一
六
七
〇

－

一
七
三
六
（
3
））、

名
は
長
胤
、
字
は
原
蔵
（
源
蔵
・
元
蔵
と
も
）、
号
は
東
涯
、
ま
た
慥
々
斎
、
京
都
の
人
。
古
学
先
生

伊
藤
仁
斎
の
長
子
で
あ
る
。
古
義
学
を
提
唱
し
た
仁
斎
の
学
を
継
承
し
、
紹
述
先
生
と
呼
ば
れ
る
。
著
書
は
多
く
、
文
集
と
し
て
『
紹
述
先

生
文
集
』（
以
下
、『
文
集
』
と
略
称
）
が
残
る
（
4
）。『

勢
遊
志
』
は
享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）、
東
涯
が
伊
勢
に
行
き
、
神
宮
に
参
拝
し
た
時
の

様
子
を
漢
文
体
で
記
し
た
紀
行
文
で
、
口
絵
二
葉
、
本
文
十
一
葉
か
ら
成
る
。
こ
れ
は
『
文
集
』
に
は
収
め
ら
れ
な
い
。
な
お
、
こ
れ
と
関

連
す
る
資
料
と
し
て
、
天
理
図
書
館
所
蔵
古
義
堂
文
庫
に
「
庚
戌
勢
遊
志
日
程
」
及
び
『
遊
勢
雑
誌
』
が
収
め
ら
れ
る
（
5
）。「

庚
戌
勢
遊
志
日
程
」
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は
、
四
月
十
七
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
の
ご
く
簡
単
な
行
程
記
録
一
紙
で
、
東
涯
自
身
の
手
に
よ
る
。『
遊
勢
雑
誌
』
は
同
行
し
た
門
人
安

原
貞
平
に
よ
る
と
さ
れ
る
も
の
で
、
そ
の
日
の
天
気
や
出
発
時
刻
、
ま
た
会
っ
た
人
物
名
や
貰
っ
た
物
品
な
ど
が
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
お
り
、

参
考
に
な
る
。

本
論
で
は
、
伊
藤
東
涯
の
三
度
目
と
な
る
伊
勢
行
を
ま
と
め
た
『
勢
遊
志
』
に
従
い
、
そ
の
詳
細
を
た
ど
る
こ
と
で
、
本
書
に
表
れ
た
彼

の
関
心
の
所
在
や
影
響
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
こ
の
時
の
伊
勢
行
は
、
む
し
ろ
『
勢
遊
志
』
の
編
者

で
も
あ
る
弟
子
の
奥
田
士
亨
の
影
響
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
東
涯
に
大
き
な
神
道
の
影
響
を
そ
こ
に
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
で

も
、
こ
れ
が
伊
藤
東
涯
と
神
道
、
ひ
い
て
は
当
時
の
儒
者
の
神
道
と
の
関
係
を
一
瞥
す
る
、
一
つ
の
興
味
深
い
資
料
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
奥
田
士
亨
は
東
涯
の
弟
子
で
、
東
涯
の
『
名
物
六
帖
』『
用
字
格
』『
古
今
学
変
』
等
の
出
版
に
尽
力
し
た
重
要
な

人
物
で
あ
る
。
特
に
こ
の
伊
勢
行
は
奥
田
士
亨
が
津
藩
の
儒
員
と
な
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
、
士
亨
に
お
け
る
東
涯
の
伊
勢
行
の

意
味
に
つ
い
て
も
併
せ
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

一
、
伊
藤
東
涯
と
『
勢
遊
志
』

一
・
一

旅
立
ち
か
ら
伊
勢
豊
原
、
そ
し
て
鸚
鵡
石
ま
で

東
涯
が
伊
勢
に
向
か
っ
た
享
保
十
五
年
、
東
涯
は
六
十
一
歳
、
士
亨
は
二
十
八
歳
で
あ
っ
た
。『
勢
遊
志
』
の
冒
頭
、
東
涯
は
以
下
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
（
原
漢
文
。
以
下
同
じ
）。

予
辛
卯
、
丁
酉
伊
勢
に
遊
ぶ
こ
と
再
び
、
毎
に
行
を
紀
さ
ん
と
欲
し
て
未
だ
果
た
さ
ず
、
比
歳
奥
田
生
士
亨
頻
り
に
行
を
促
し
、
又
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た
事
故
に
阻
ま
れ
、
荏
苒
と
し
て
年
を
度
し
、
今
茲
に
庚
戌
四
月
初
五
、
貞
平
・
徳
隣
・
公
堅
の
三
生
を
拉
へ
て
首
途
す
。（
一
表
）

こ
こ
か
ら
東
涯
が
辛
卯
（
正
徳
元
年
、
一
七
一
一
）、
丁
酉
（
享
保
二
年
、
一
七
一
七
）
の
二
回
、
既
に
伊
勢
に
参
詣
し
て
い
た
こ
と
（
6
）、

ま
た
、

奥
田
士
亨
に
催
促
さ
れ
、
庚
戌
歳
、
す
な
わ
ち
享
保
十
五
年
四
月
五
日
、
伊
勢
に
向
け
て
出
発
し
た
こ
と
が
分
か
る
。「
貞
平
・
徳
隣
・
公

堅
の
三
生
」
と
は
、
東
涯
の
門
人
安
原
貞
平
・
松
井
徳
隣
・
並
河
公
堅
の
三
人
の
こ
と
で
、『
勢
遊
志
』
の
巻
末
に
は
こ
の
三
人
の
五
言
詩

を
載
せ
る
（
7
）。

な
お
、
東
涯
が
京
都
を
発
つ
に
当
た
っ
て
奥
田
士
亨
が
同
行
し
た
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
安
原
貞
平
『
遊
勢
雑
誌
』
四
月

五
日
の
条
に
は
、
上
の
三
人
と
並
ん
で
奥
田
士
亨
の
名
前
が
見
え
る
。
名
前
を
記
さ
な
い
の
は
、
実
質
上
、
本
書
が
士
亨
に
よ
り
ま
と
め
ら

れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。

以
下
、『
勢
遊
志
』
に
従
い
、
伊
勢
行
の
行
程
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
享
保
十
五
年
四
月
五
日
黎
明
、
東
涯
ら
は
京
都
三
乗
橋
か
ら
伊
勢

に
向
け
て
出
立
し
た
。
同
日
、
江
州
石
部
駅
（
滋
賀
県
湖
南
市
石
部
）
に
宿
泊
。
翌
六
日
、
勢
州
関
町
（
三
重
県
亀
山
市
関
町
）
着
。
門
人
の

吉
田
宅
に
宿
泊
し
た
。
七
日
、
安
濃
津
（
三
重
県
津
市
）
着
。
や
は
り
門
人
の
河
北
宅
に
宿
泊
し
て
い
る
。
八
日
、
津
城
を
出
て
、
夕
刻
、

豊
原
（
松
阪
市
豊
原
町
）
着
。
奥
田
士
亨
宅
に
投
宿
。
こ
の
後
、
数
日
こ
こ
に
逗
留
す
る
こ
と
と
な
る
。

奥
田
士
亨
は
東
涯
の
高
弟
で
あ
る
。
奥
田
氏
の
祖
は
佐
々
木
高
綱
の
子
孫
で
小
四
郎
晴
重
と
言
い
、
江
州
奥
田
庄
に
在
住
し
て
い
た
こ
と

か
ら
奥
田
氏
を
称
し
た
（
8
）。

そ
の
後
、
越
前
の
豊
原
に
移
り
、
さ
ら
に
九
代
の
孫
清
十
郎
忠
重
の
代
に
南
勢
櫛
田
川
の
ほ
と
り
に
移
住
し
、
そ

の
地
を
豊
原
と
名
付
け
た
。
忠
重
の
孫
吉
久
は
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
に
藤
堂
高
次
よ
り
大
庄
屋
を
命
ぜ
ら
れ
、
吉
久
の
後
は
子
吉
則
が
、

ま
た
そ
の
養
子
で
あ
る
士
救
が
こ
れ
を
継
い
だ
。
士
亨
は
、
士
救
の
末
子
で
あ
る
。
士
救
は
宜
休
老
人
と
号
し
、
既
に
隠
居
し
て
お
り
、
そ

の
後
を
次
子
の
士
章
が
継
い
だ
と
言
う
（
9
）。

奥
田
宅
で
の
逗
留
は
、
東
涯
に
と
っ
て
な
か
な
か
に
楽
し
い
ひ
と
時
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
滞
在
時
、
邑
人
が
数
十
人
訪
れ
、
東
涯
は
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経
書
に
つ
い
て
解
説
し
た
り
、
詩
を
賦
し
た
り
、
ま
た
、
目
の
前
を
流
れ
る
櫛
田
川
や
椀
山
に
遊
び
、
詩
を
残
し
て
い
る
。

十
三
日
に
は
、
安
楽
寺
で
休
ん
だ
後
、
山
添
村
（
松
阪
市
山
添
町
）
を
経
て
、
元
伊
勢
の
一
つ
飯
野
高
宮
を
訪
れ
、
神こ

う

山や
ま

一
乗
寺
に
登
っ
た
。

こ
こ
で
は
堀
口
士
廉
の
族
弟
の
光
亨
か
ら
接
待
を
受
け
て
い
る
。
士
廉
は
士
救
の
次
男
、
士
亨
の
兄
で
、
士
亨
の
母
方
の
一
族
の
堀
口
氏
の

養
子
と
な
っ
て
い
た
（
10
）。

そ
の
他
、
一
乗
寺
で
東
涯
は
、
室
町
時
代
前
期
の
武
将
仁
木
義
長
の
故
塁
を
訪
ね
て
い
る
。
そ
の
後
、
一
行
は
中
万

ち
ゅ
う
ま

村
（
松
阪
市
中
万
町
）
か
ら
蛸
路

た
こ
じ

村
（
松
阪
市
上
・
下
蛸
路
町
）
に
向
か
い
、
堀
口
士
廉
宅
に
宿
泊
し
た
。

翌
十
四
日
は
雨
、
射
和

い
ざ
わ

村
（
松
阪
市
射
和
町
）
の
家
城
宅
に
宿
泊
（
11
）。

十
五
日
は
相
可
村
（
三
重
県
多
気
郡
多
気
町
）
の
法
泉
寺
に
至
っ
た
。

東
涯
は
寺
前
の
池
や
そ
の
山
水
に
興
趣
を
覚
え
、
酒
を
飲
み
、
詩
一
首
を
作
っ
て
い
る
。
こ
の
日
の
宿
泊
は
本
藤
養
元
宅
。
明
く
る
十
六
日

は
射
和
を
発
ち
、
相
可
に
向
か
っ
た
。
東
涯
は
、
射
和
・
相
可
の
両
村
の
家
々
が
軒
を
連
ね
て
賑
わ
い
、
そ
の
間
を
櫛
田
川
が
流
れ
る
山
水

の
美
し
さ
を
、
明
代
四
大
家
に
数
え
ら
れ
る
沈
周
と
文
徴
明
の
文
人
画
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
東
涯
は
京
都
に
い
る
時
、
壱
瀬
（
度
会
郡
度
会
町
南
中
村
。
一
ノ
瀬
川
畔
）
に
「
能
く
人
語
に
応
ず
」（
三
表
）
る
鸚
鵡
石
と
い

う
も
の
が
あ
る
と
聞
い
た
と
し
て
、
こ
の
時
、
鸚
鵡
石
を
見
に
行
く
話
が
持
ち
上
が
っ
た
。
な
お
、『
勢
遊
志
』
に
は
誰
か
ら
鸚
鵡
石
に
つ

い
て
聞
い
た
か
記
さ
な
い
が
、
東
涯
の
『
輶
軒
小
録
』「
鸚
鵡
石
の
事
」
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
伊
勢
山
田
の
祀
官
福
島
鶴
渓
氏
」
で
あ
っ

た
と
言
う
（
12
）。

そ
の
後
、
堀
口
光
堅
（
光
亨
の
兄
）
が
鸚
鵡
石
ま
で
の
案
内
人
を
探
し
出
し
、
併
せ
て
酒
を
用
意
し
た
。
一
行
は
相
可
か
ら
西

山
・
四
神
田

し
こ
う
だ

（
多
気
郡
多
気
町
）
と
い
っ
た
村
を
通
っ
て
、
右
に
国
束

く
づ
か

山
を
望
み
つ
つ
、
岩
坂
を
経
て
棚
橋
、
そ
し
て
駒
野
ま
で
進
ん
だ
。

こ
の
日
、
一
行
は
当
地
の
農
家
に
宿
泊
し
た
。

翌
十
七
日
、
東
涯
一
行
は
駒
野
を
出
立
し
、
小
萩
を
経
て
脇
出
村
（
度
会
町
脇
出
）
へ
向
か
い
、
さ
ら
に
二
里
ば
か
り
進
ん
で
中
村
（
度

会
郡
度
会
町
南
中
村
）
に
到
着
。
こ
の
後
、
一
行
は
今
回
の
旅
の
中
心
と
な
る
鸚
鵡
石
を
遊
覧
す
る
こ
と
と
な
る
。
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一
・
二
『
勢
遊
志
』
と
鸚
鵡
石

東
涯
は
鸚
鵡
石
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
（
四
表

－

五
表
）。

鸚
鵡
石
は
山
川
紛
糾
す
る
地
に
あ
り
、
山
の
中
腹
に
頽
然
と
し
て
坐
し
て
い
る
。
鸚
鵡
石
へ
至
る
隘
路
は
遠
く
、
曲
が
り
く
ね
り
、
途
中
、

よ
じ
登
っ
た
り
、
手
を
引
い
て
も
ら
っ
た
り
し
つ
つ
三
四
町
進
ん
で
よ
う
や
く
そ
の
麓
に
到
着
す
る
。
鸚
鵡
石
は
高
さ
十
余
丈
、
幅
二
十
丈

ほ
ど
で
、
石
の
西
北
の
下
部
に
は
草
木
が
茂
る
が
、
周
り
に
高
い
木
は
見
当
た
ら
な
い
。
鸚
鵡
石
の
右
側
百
歩
ほ
ど
離
れ
た
と
こ
ろ
に
や
は

り
岩
が
あ
り
、
そ
の
上
は
数
人
が
座
れ
る
。
ま
た
、
二
つ
の
石
の
中
間
に
は
平
ら
な
場
所
が
あ
り
、
右
側
の
石
の
上
で
人
が
も
の
を
言
っ
た

り
、
歌
っ
た
り
、
ま
た
太
鼓
を
た
た
い
た
り
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
音
が
平
ら
な
場
所
に
い
る
者
に
も
軽
重
緩
急
全
く
同
じ
よ
う
に
聞
こ
え
る
。

そ
の
音
は
幔
幕
を
隔
て
た
よ
う
で
、
岩
の
左
角
の
方
向
か
ら
聞
こ
え
る
と
言
い
、
東
涯
は
、
こ
れ
は
鏡
の
よ
う
に
鸚
鵡
石
に
音
が
反
射
し
た

も
の
か
と
推
理
す
る
が
、
た
だ
し
笛
の
音
だ
け
は
反
応
が
な
い
の
は
奇
妙
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
鸚
鵡
石
は
四
五
十
年
前
ま
で

木
々
に
覆
わ
れ
、
人
に
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
の
、
近
年
、
名
石
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
記
す
。
そ
し
て
、『
春
秋
』
左
伝
昭
公

八
年
に
見
え
る
、
晋
の
魏
楡
の
石
が
も
の
を
言
っ
た
と
い
う
故
事
や
、
唐
の
鄭
常
『
洽
聞
記
』
の
響
石
の
記
事
（『
太
平
広
記
』
所
載
）、
ま
た
、

蘇
軾
「
石
鐘
山
記
」（『
蘇
軾
文
集
』
巻
十
一
）
な
ど
と
比
し
、「
造
物
の
妙
真
に
測
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
」（
五
表
）
と
賛
嘆
し
て
い
る
。

『
勢
遊
志
』
を
通
観
す
る
と
、
伊
勢
行
に
お
い
て
こ
の
鸚
鵡
石
を
見
た
こ
と
は
最
も
記
憶
に
残
る
一
事
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
伊
藤
東

涯
の
鸚
鵡
石
を
詠
ん
だ
詩
は
十
六
句
か
ら
成
る
五
言
詩
で
、『
勢
遊
志
』
に
見
え
る
東
涯
の
詩
十
一
首
中
、
最
も
長
い
。
ま
た
、
巻
末
に
は

同
行
し
た
四
人
の
弟
子
、
す
な
わ
ち
安
原
貞
平
・
松
井
徳
隣
・
並
河
公
堅
、
そ
し
て
奥
田
士
亨
に
よ
る
鸚
鵡
石
を
詠
っ
た
詩
が
付
さ
れ
て
い

る
。
安
原
・
松
井
・
並
河
は
五
言
律
詩
、
士
亨
は
二
十
四
句
か
ら
な
る
七
言
詩
に
「
観
鸚
鵡
石
」
と
い
う
詩
序
が
付
く
。
士
亨
の
詩
序
は
、

勢
州
に
は
鏡
石
・
葛
籠
石
と
い
っ
た
天
地
の
始
ま
り
よ
り
存
す
る
と
い
う
八
奇
石
が
あ
り
、
鸚
鵡
石
も
そ
れ
に
属
す
る
と
い
う
俗
説
を
紹
介

し
た
上
で
（
13
）、

東
涯
を
豊
原
の
自
宅
に
招
い
た
後
、
堀
口
光
堅
と
郷
人
に
よ
る
勧
め
に
よ
り
見
聞
に
及
ん
だ
と
い
う
経
緯
を
記
す
。
そ
し
て
、
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涯
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「
実
に
天
壌
の
間
の
暁
す
べ
か
ら
ざ
る
者
に
し
て
、
当
に
此
の
行
の
第
一
の
奇
観
に
属
す
べ
し
」（
十
裏
）
と
述
べ
て
い
る
。
士
亨
に
は
、
お

そ
ら
く
は
こ
の
時
の
作
で
あ
ろ
う
、
や
は
り
「
鸚
鵡
石
」
と
題
す
る
七
言
絶
句
が
、
士
亨
の
詩
文
集
で
あ
る
『
三
角
集
』
巻
二
に
見
え
る
（
14
）。

東
涯
一
行
が
鸚
鵡
石
を
遊
覧
し
た
こ
と
は
、
当
時
の
人
々
の
鸚
鵡
石
へ
の
興
味
を
か
き
立
て
た
よ
う
で
あ
る
。『
輶
軒
小
録
』「
鸚
鵡
石
の

事
」
に
は
、
東
涯
帰
京
後
の
顚
末
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

其
後
伝
播
や
ゝ
ひ
ろ
く
、
桑
原
菅
長
義
郷
の
う
は
さ
に
因
り
て
、
詩
記
等
を
院
の
叡
覧
に
入
る
時
に
、
霊
元
帝
御
左
院
に
て
、
画
師

山
本
宗
川
に
仰
つ
け
ら
れ
（
15
）、

屏
風
に
図
せ
ら
れ
、
其
記
を
書
き
付
く
。

桑
原
菅
長
義
と
は
、
公
卿
五
条
為
庸
の
子
、
菅
原
長
義
（
一
六
六
一

－

一
七
三
七
）
の
こ
と
で
、
霊
元
院
の
下
で
当
時
の
歌
壇
を
支
え
た
人
物
（
16
）。

山
本
宗
川
（
一
六
七
九

－

一
七
六
〇
）
は
狩
野
派
の
画
家
で
、
名
守
房
、
通
称
数
馬
、
別
号
探
釣
斎
の
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
菅
原
長
義
は
東
涯

が
鸚
鵡
石
を
見
た
と
い
う
話
を
聞
き
付
け
、「
詩
記
等
」
を
霊
元
院
の
叡
覧
に
供
し
、
そ
の
際
、
画
師
山
本
宗
川
に
屏
風
に
鸚
鵡
石
を
描
か

せ
た
こ
と
が
分
か
る
（
17
）。

天
理
図
書
館
所
蔵
古
義
堂
文
庫
の
「
鸚
鵡
石
図
詩
」
二
幅
が
そ
れ
で
あ
ろ
う
（
18
）。

『
勢
遊
志
』
に
は
、
巻
頭
に
鸚
鵡
石
を
描
い
た
「
勢
南
勝
境
」
図
が
二
葉
に
わ
た
り
置
か
れ
、「
宗
川
法
橋
写
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
「
鸚
鵡
石
図
詩
」
を
刊
刻
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、『
勢
遊
志
』
巻
末
の
奥
田
士
亨
の
跋
文
に
は
次
の
と
お
り
あ
る
。

余
師
に
請
ひ
て
遊
郷
の
次
、
師
友
作
る
所
の
詩
篇
梓
し
て
同
好
に
伝
へ
、
他
篇
の
未
だ
修
正
を
経
ざ
る
者
は
、
姑
く
之
を
闕
く
。
板
は

盧
橘
堂
に
在
り
。
庚
戌
仲
夏
士
亨
誌
（
十
一
）
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こ
こ
か
ら
『
勢
遊
志
』
が
仲
夏
五
月
中
に
ま
と
め
ら
れ
、
上
梓
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
と
な
れ
ば
、
東
涯
帰
京
後
、
一
月
以
内
に
、

「
詩
記
等
」
の
稿
本
が
霊
元
院
の
叡
覧
に
供
さ
れ
、
そ
れ
と
合
わ
せ
て
山
本
宗
川
の
図
画
が
制
作
さ
れ
て
刊
行
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ

う
か
。
も
っ
と
も
図
版
は
後
補
か
も
し
れ
な
い
。

宮
中
に
知
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
鸚
鵡
石
が
一
躍
有
名
に
な
っ
た
こ
と
は
諸
書
に
も
記
さ
れ
る
。
安
岡
親
毅
『
勢
陽
五
鈴
遺
響
』
五
（
天

保
四
年
［
一
八
三
三
］。『
三
重
県
郷
土
資
料
叢
書
』
第
八
十
五
集
所
収
、
三
重
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
七
八
）
度
会
郡
巻
一
、
及
び
荒
井
勘
之
烝
『
勢

国
見
聞
集
』（
嘉
永
四
年
［
一
八
五
一
］。
松
阪
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
松
阪
市
史
』
第
八
巻
［
蒼
人
社
、
一
九
七
九
］
所
収
）
巻
十
六
「
名
石
之
部
」

度
会
郡
は
、
共
に
『
輶
軒
小
録
』『
勢
遊
志
』
に
よ
り
鸚
鵡
石
に
つ
い
て
説
明
し
、
人
気
を
博
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

一
・
三

神
宮
参
拝
、
講
説
、
そ
し
て
帰
京

伊
勢
の
旅
の
続
き
に
戻
ろ
う
。

四
月
十
七
日
、
鸚
鵡
石
を
見
た
一
行
は
駒
野
ま
で
戻
り
、
宮
川
を
舟
で
下
っ
た
。
夕
刻
、
山
田
の
渡
し
に
到
着
。
先
に
見
た
福
島
鶴
渓
の

子
、
福
島
末
済
（
一
七
一
一

－
一
七
七
〇
）
の
迎
え
に
よ
り
同
宅
に
宿
泊
し
た
（
19
）。

福
島
鶴
渓
は
伊
藤
東
涯
に
、
末
済
は
蘭
嵎
に
師
事
し
た
神
宮

祀
官
で
あ
っ
た
。
福
島
家
へ
の
宿
泊
は
、
一
族
が
御
師
で
あ
っ
た
こ
と
と
も
関
係
し
よ
う
。

翌
十
八
日
は
豊
受
宮
（
外
宮
）
を
参
拝
し
（
20
）、

東
涯
は
「
去
年
遷
宮
し
殿
宇
一
新
す
」（
六
表
）
と
述
べ
て
い
る
。
初
め
て
神
宮
を
訪
れ
た

時
と
同
様
、
遷
宮
に
合
わ
せ
て
の
参
拝
で
あ
っ
た
。
次
い
で
東
涯
は
外
宮
の
豊
宮
崎
文
庫
の
講
堂
で
『
孟
子
』
四
端
章
を
講
義
し
、
豊
宮
崎

文
庫
の
蔵
書
の
充
実
ぶ
り
を
伝
え
て
い
る
。

十
九
日
に
は
宇
治
へ
向
か
い
、
内
宮
の
祭
主
家
で
あ
っ
た
藤
波
氏
精
の
屋
敷
に
て
休
ん
だ
後
、
内
宮
を
参
拝
し
、
朝
熊
山
に
登
っ
た
。
東

涯
は
二
十
年
前
の
参
詣
の
際
に
も
朝
熊
山
に
登
っ
て
い
る
（
21
）。

明
く
る
二
十
日
に
は
二
見
浦
に
到
着
し
、「
尾
参
二
州
の
諸
山
海
霞
島
霧
の
中
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に
漂
渺
と
し
て
、
猶
ほ
二
十
年
前
の
見
る
所
の
ご
と
し
」（
六
裏
）
と
し
て
詩
一
首
を
詠
ん
で
い
る
（
22
）。

二
十
一
日
は
久
保
倉
右
近
を
訪
ね
、

翌
朝
、
福
嶋
末
済
の
も
と
を
辞
し
、
奥
田
士
亨
宅
の
あ
る
豊
原
へ
と
向
か
っ
た
。
久
保
倉
右
近
は
、
路
草
と
号
し
た
俳
人
久
保
倉
盛
僚

（
一
六
七
〇
～
一
七
一
三
）
の
子
盛
紹
（
一
六
九
八
～
一
七
七
三
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
（
23
）。

二
十
二
日
か
ら
し
ば
ら
く
東
涯
は
豊
原
に
逗
留
し
、

上
で
見
た
奥
田
士
章
や
士
律
ら
奥
田
士
亨
の
一
族
と
交
流
を
深
め
て
い
る
（
24
）。

二
十
八
日
、
よ
う
や
く
豊
原
を
出
発
し
た
東
涯
ら
は
津
城
下
の
河
北
宅
に
宿
泊
。
二
十
九
日
は
乙
部
村
（
三
重
県
津
市
乙
部
）
の
浄
明
禅

院
に
遊
び
、「
府
の
世
家
の
吏
士
」（
七
）
数
輩
が
や
っ
て
来
て
、『
論
語
』
数
章
を
講
説
し
、
そ
の
ま
ま
浄
明
禅
院
に
宿
泊
し
た
。
以
下
、

東
涯
は
し
ば
ら
く
城
下
に
あ
っ
て
高
位
の
吏
士
と
交
わ
り
、
儒
学
を
講
じ
て
い
る
。
五
月
一
日
に
は
、
藤
堂
侯
の
公
族
の
某
家
を
訪
ね
、
雨

に
阻
ま
れ
る
も
、
三
日
に
は
国
老
の
家
で
や
は
り
『
論
語
』『
孟
子
』
数
章
を
講
じ
て
い
る
。『
勢
遊
志
』
に
は
見
え
な
い
が
、『
文
集
』
巻

三
十
に
見
え
る
「
人
参
画
賛
」
も
こ
の
時
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
（
25
）。

こ
れ
は
「
津
城
医
員
宮
崎
氏
の
求
」（
七
裏
）
め
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

翌
四
日
は
、
門
人
の
河
北
氏
に
見
送
ら
れ
つ
つ
津
を
発
ち
、
窪
田
か
ら
関
に
向
か
っ
た
。
関
で
は
行
き
に
も
宿
泊
し
た
門
人
の
吉
田
氏
が

出
迎
え
た
。
東
涯
は
こ
の
門
人
の
た
め
に
扇
に
詩
一
首
を
し
た
た
め
て
い
る
（
26
）。

五
日
に
は
関
を
発
ち
、
水
口
駅
に
到
着
。
こ
の
日
は
端
午
の

節
句
に
当
た
り
、
家
々
の
門
に
菖
蒲
を
挿
し
、
彩
幡
を
立
て
て
お
り
、
東
涯
は
こ
れ
を
あ
た
か
も
「
都
下
の
風
俗
」（
八
表
）
の
よ
う
だ
と

記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
一
行
は
大
津
に
至
り
、
江
左
更
白
宅
で
食
事
を
済
ま
せ
て
か
ら
帰
京
し
た
。
四
月
五
日
に
京
都
を
出
立
し
て
か
ら

ち
ょ
う
ど
一
月
に
わ
た
る
行
程
で
あ
っ
た
。

以
上
、
見
て
き
た
と
お
り
、『
勢
遊
志
』
で
は
鸚
鵡
石
を
中
心
に
、
伊
勢
神
宮
の
参
拝
、
朝
熊
山
や
二
見
浦
の
探
勝
、
そ
れ
と
併
せ
て
外

宮
豊
宮
崎
文
庫
に
お
け
る
講
義
や
、
津
藩
の
公
族
や
吏
士
の
前
で
『
論
語
』『
孟
子
』
な
ど
を
講
義
し
て
い
る
様
子
が
記
さ
れ
る
。

で
は
こ
の
背
後
に
あ
る
東
涯
の
態
度
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
東
涯
は
『
勢
遊
志
』
の
最
後
に
、
一
月
に
わ
た

る
伊
勢
行
の
間
、
目
に
し
た
山
海
の
勝
景
の
数
々
、
厚
い
歓
待
に
つ
い
て
は
全
て
を
記
す
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
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各
地
で
は
設
宴
が
続
き
、
面
識
を
求
め
る
人
が
満
ち
あ
ふ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
東
涯
の
感
想
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

皆
吾
が
先
人
の
道
を
景
ら
か
に
し
て
予
が
異
聞
有
ら
ん
こ
と
を
意
ふ
、
亦
た
諸
人
の
宿
道
郷
方
の
誠
意
な
ら
ず
や
。（
八
裏
）

「
宿
道
郷
方
の
誠
意
」
と
は
正
道
や
仁
義
の
道
へ
帰
せ
ん
と
す
る
気
持
ち
の
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
東
涯
の
も
と
に
や
っ
て
き
た
人
々
は
「
先

人
」
で
あ
る
父
仁
斎
の
道
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
、
東
涯
の
も
と
に
新
た
な
知
見
を
求
め
て
や
っ
て
き
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
人
々
が

仁
斎
の
説
く
古
学
、
そ
し
て
儒
教
へ
と
回
帰
す
る
気
持
ち
の
現
れ
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
結
局
、
人
々
を
儒
教
へ
と
導
く
こ
と

こ
そ
彼
の
本
懐
で
あ
っ
た
と
評
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
注
意
し
た
い
の
は
、
東
涯
に
伊
勢
行
を
勧
め
た
奥
田
士
亨
は
、
伊
勢
行
の
翌
年
、
津
藩
の
儒
員
と
し
て
召
し
抱
え
ら
れ
て
い

る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
津
藩
で
は
、
そ
れ
ま
で
藤
堂
高
虎
が
藤
原
惺
窩
門
下
の
三
宅
島
（
一
五
八
〇

－

一
六
四
九
。
字
亡
羊
、
号
寄
斎
）
や

如
竹
山
人
と
い
っ
た
儒
者
を
顧
問
と
し
た
の
を
先
蹤
と
し
て
、
二
代
高
次
、
三
代
高
久
の
時
代
に
は
三
宅
道
乙
（
一
六
一
四

－

一
六
七
五
。
鞏

革
斎
。
三
宅
島
の
養
子
）
ら
朱
子
学
者
が
、
ま
た
、
追
っ
て
実
学
的
学
風
を
持
つ
と
い
う
佐
善
元
恭
（
号
雪
渓
）
と
い
っ
た
儒
者
が
儒
員
を
務

め
て
い
た
。
こ
う
し
た
中
、
奥
田
士
亨
が
儒
員
と
し
て
登
用
さ
れ
て
以
降
、
津
藩
で
は
古
学
が
中
心
と
な
っ
て
い
く
（
27
）。

士
亨
の
儒
員
採
用
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
行
わ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
明
確
な
証
拠
が
残
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、時
期
か
ら
見
て
、

や
は
り
東
涯
に
よ
る
こ
の
時
の
高
官
と
の
交
流
が
大
き
い
も
の
と
推
測
し
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
（
28
）。

次
節
で
は
、
士
亨
の
仕

官
に
関
す
る
東
涯
の
文
章
を
取
り
上
げ
、
士
亨
の
仕
官
と
伊
勢
行
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
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二
、
奥
田
士
亨
と
『
勢
遊
志
』

二
・
一

奥
田
士
亨
に
つ
い
て

ま
ず
先
行
研
究
に
従
い
、
奥
田
士
亨
に
つ
い
て
簡
単
に
確
認
し
て
お
き
た
い
（
29
）。

奥
田
士
亨
（
一
七
〇
三

－

一
七
八
三
）、
字
は
嘉
甫
、
通
称
宗
四
郎
、
後
、
清
十
郎
に
改
め
る
。
号
は
蘭
汀
、
三
角
。
古
稀
に
藩
主
か
ら
南

山
の
号
を
賜
る
。
伊
勢
津
領
内
豊
原
の
大
庄
屋
子
救
の
末
子
と
し
て
生
ま
れ
る
。
最
初
、
十
四
歳
に
し
て
宇
治
山
田
の
表
叔
（
母
方
の
叔
父
）

の
柴
田
蘋
洲
に
学
ぶ
が
（
30
）、

そ
の
際
、「
書
を
読
ま
ば
宜
し
く
天
下
第
一
の
人
を
師
と
す
べ
し
」（『
先
哲
叢
談
』
巻
八
「
奥
田
三
角
」
第
一
条
）
と

言
わ
れ
、
伊
藤
東
涯
に
師
事
。
十
一
年
そ
の
門
に
あ
っ
て
入
室
弟
子
の
位
置
に
ま
で
至
っ
た
。

享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）、
東
涯
と
伊
勢
行
を
伴
に
し
た
翌
年
、
二
十
九
歳
で
津
藩
の
儒
員
と
な
る
。
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）、
藩
主

高
朗
の
命
に
よ
り
『
明
史
』
を
校
閲
し
、
礼
服
を
賞
与
さ
れ
る
。
六
十
一
歳
の
時
、
藩
吏
と
な
っ
て
い
た
兄
の
士
礥
が
職
を
辞
し
た
こ
と
を

受
け
、
禄
百
五
十
石
を
受
け
る
。
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
六
十
八
歳
の
時
、
江
戸
に
滞
留
す
る
こ
と
九
箇
月
、
安
永
元
年
（
一
七
七
二
）

七
十
歳
に
し
て
鑰
役
次
詰
と
な
り
、
同
三
年
、
中
間
詰
に
進
む
。
同
五
年
、
七
十
四
歳
に
し
て
致
仕
。
そ
の
後
、
子
士
元
が
職
禄
を
継
い
だ

後
も
、
藩
主
高
嶷
は
士
亨
父
子
に
対
し
隔
日
に
登
城
さ
せ
た
と
言
う
。
仕
事
は
慎
み
深
く
、
第
六
代
藩
主
高
治
・
第
七
代
高
朗
・
第
八
代

高
悠
・
第
九
代
高
嶷
四
人
の
君
主
に
仕
え
た
。
五
十
年
間
に
わ
た
り
過
失
な
く
、
歴
代
の
藩
主
か
ら
の
恩
顧
も
篤
か
っ
た
。
天
明
三
年

（
一
七
八
三
）
五
月
四
日
八
十
一
歳
に
て
歿
。
私
諡
、
簡
粛
先
生
。
門
人
は
八
百
人
に
及
ぶ
。
二
十
二
歳
に
し
て
東
涯
の
『
名
物
六
帖
』
を

校
訂
し
た
ほ
か
、『
用
字
格
』『
古
今
学
変
』
等
の
出
版
に
尽
力
し
、
東
涯
の
子
の
東
所
を
経
済
的
に
扶
助
し
た
。
著
書
に
詩
文
集
『
三
角
集
』

五
巻
、
写
本
と
し
て
『
蘭
汀
文
集
』
が
残
る
。
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ま
た
、
北
宋
・
兪
汝
尚
の
「
題
三
角
亭
」
と
い
う
詩
に
感
じ
、「
三
角
亭
詩
」
を
作
っ
て
「
人
間
交
際
謙
損
を
重
ず
、
天
道
循
環
満
虧
を

警い
ま
し

む
」（『
三
角
集
』
巻
一
、
四
十
七
裏
）
と
詠
み
、
三
角
は
四
角
の
半
分
で
あ
り
、「
盈
つ
れ
ば
欠
く
」
と
い
う
自
戒
を
込
め
、
三
角
と
号
し
た
。

ま
た
自
ら
も
三
角
亭
を
作
り
、
文
房
具
か
ら
も
ろ
も
ろ
の
雑
器
に
至
る
ま
で
三
角
形
の
も
の
を
愛
好
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

士
亨
に
関
す
る
資
料
と
し
て
は
、
三
熊
花
顚
編
『
続
近
世
畸
人
伝
』
に
士
亨
の
伝
が
あ
り
、「
三
角
亭
記
」「
三
角
亭
詩
」「
寿
碣
碑
」
が

付
さ
れ
る
（
31
）。

ま
た
、
原
念
斎
『
先
哲
叢
談
』
巻
八
に
も
士
亨
に
ま
つ
わ
る
逸
話
七
条
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
三
重
県
松
阪
市
豊
原

町
に
あ
る
奥
田
氏
の
墓
所
、
枕
山
墓
地
の
士
亨
の
墓
に
「
簡
粛
先
生
碣
」、
津
市
浄
明
寺
に
は
「
南
山
先
生
寿
碑
」
な
ど
が
残
る
が
、
利
用

し
や
す
い
形
で
の
全
文
翻
刻
や
公
開
が
望
ま
れ
る
。

二
・
二

奥
田
士
亨
の
儒
員
仕
官
と
東
涯

奥
田
士
亨
が
津
藩
の
儒
官
と
し
て
召
抱
え
ら
れ
、
伊
勢
へ
戻
る
に
際
し
て
、
東
涯
は
「
贈
奥
田
嘉
甫
還
勢
序
」（『
文
集
』
巻
二
）
と
い
う

文
章
を
残
し
て
い
る
。
明
確
な
証
拠
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、『
勢
遊
志
』
に
見
え
る
東
涯
の
伊
勢
行
が
奥
田
士
亨
の
仕
官
に
つ
な
が
っ

た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
文
章
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
以
下
に
簡
単
に
確
認
し
て
お
き
た
い
。

予
客
歳
勢
州
に
詣
で
、
豊
原
を
過
ぎ
、
奥
田
生
の
家
に
館
す
。
洞
津
の
府
に
隷
し
て
近
し
。
暇
な
る
と
き
は
則
ち
生
（
＝
士
亨
）
と
偕

に
邑
里
を
歴
し
、
山
川
を
攬
し
、
其
の
人
物
を
詢
ぬ
。
其
の
土
敞ひ

ろ

く
し
て
其
の
民
阜お

ほ

し
。
其
の
府
の
士
大
夫
多
く
学
に
嚮
ひ
、
或
は
予

を
延ま

ね

き
て
舎
に
至
り
、
経
旨
を
咨
叩
し
、
古
道
を
研
味
す
る
こ
と
訢
訢
如
な
り
。
意
ふ
に
或
者
以
て
開
く
こ
と
有
り
て
之
に
先
ん
づ
、

故
に
応
ず
る
の
速
か
な
る
こ
と
有
り
。（
二
十
一
）
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文
頭
に
「
客
歳
」、
す
な
わ
ち
去
年
と
あ
る
こ
と
か
ら
分
か
る
と
お
り
、
こ
の
文
章
は
伊
勢
行
の
翌
年
、
享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
に
書

か
れ
た
。
こ
こ
に
は
豊
原
の
奥
田
士
亨
の
屋
敷
に
泊
ま
っ
た
こ
と
、
時
間
が
あ
る
と
き
に
は
士
亨
と
周
囲
の
山
川
や
名
士
・
名
所
な
ど
を
訪

ね
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
当
地
の
人
々
が
「
経
旨
」「
古
道
」
を
好
み
、
東
涯
に
講
学
を
請
う
た
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら
れ
る
。「
古
道
」
は
古

学
を
指
す
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
『
勢
遊
志
』
で
記
さ
れ
て
い
る
当
時
の
光
景
そ
の
も
の
で
あ
る
。
洞
津
は
安
濃
津
と
も
言
い
、
津
藩
の
こ
と

で
あ
る
。
続
い
て
、
士
亨
に
つ
い
て
述
べ
る
。

生
予
が
塾
に
学
ぶ
こ
と
十
年
所ば

か
り

。
学
勤
に
し
て
才
茂
な
り
、
宜
し
く
碌
碌
為
る
の
み
な
る
者
た
る
べ
か
ら
ず
。
頃
ろ
府
檄
を
蒙
り
て
、

記
室
の
任
を
膺う

け
、
将
に
辞
し
て
還
ら
ん
と
す
る
に
、
言
を
予
に
丐
む
。（
二
十
一
裏
）

士
亨
は
十
年
ほ
ど
東
涯
の
下
で
学
び
、
勤
勉
に
し
て
才
能
あ
る
人
物
で
あ
る
が
た
め
、
藩
命
に
よ
り
「
記
室
の
任
」
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ

た
。
そ
こ
で
帰
郷
す
る
に
当
た
り
、
文
章
を
東
涯
に
請
う
た
と
言
う
。「
記
室
」
と
は
、
後
漢
に
置
か
れ
た
官
名
で
、
章
表
、
書
記
等
を
掌

る
と
言
う
。
こ
こ
で
は
、
士
亨
が
儒
官
と
し
て
採
用
さ
れ
た
こ
と
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
後
、
東
涯
は
、
天
下
太
平
と
な
っ
て
百
十
数
年
が
経
ち
、
当
初
、
尚
武
の
風
に
凝
り
固
ま
っ
て
い
た
も
の
の
、
そ
う
し
た
中
、
仁
斎

の
門
人
た
ち
は
四
方
へ
と
散
ら
ば
り
、
儒
教
を
広
め
、
今
や
「
右
文
の
世
」、
す
な
わ
ち
儒
教
が
尊
ば
れ
る
時
代
と
な
っ
た
と
言
う
。

今
生
右
文
の
世
に
丁あ

た

り
て
、
其
の
地
に
生
じ
、
其
の
人
に
熟
す
。
慫
慂
す
る
こ
と
の
已
に
久
し
。
其
の
邑
の
士
大
夫
、
亦
た
其
の
説

を
悦
ぶ
。
推
轂
し
て
以
て
学
職
に
署
す
る
に
至
れ
ば
、
則
ち
其
の
将
に
先
子
の
道
を
倡
し
て
、
以
て
之
を
其
の
君
に
進
め
、
之
を
士
大

夫
に
告
げ
、
以
て
郷
曲
閭
閻
の
間
に
及
ぼ
さ
ん
と
す
。
道
と
は
先
子
の
道
に
非
ざ
れ
ば
、
乃
ち
聖
人
の
道
な
り
。
聖
人
の
道
に
非
ざ
る
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や
、
乃
ち
天
地
の
道
な
り
。
天
地
の
道
を
以
て
之
を
人
に
告
ぐ
と
き
は
、
則
ち
凡
そ
天
地
の
間
に
在
る
者
、
其
れ
孰
か
従
は
ざ
ら
ん
。

苟
も
之
を
躬
に
す
る
こ
と
の
篤
く
し
て
、
之
を
用
ゐ
る
こ
と
の
久
し
き
と
き
は
、
則
ち
一
変
し
て
道
の
効
に
至
ら
ん
。
豈
に
期
す
べ
か

ら
ざ
ら
ん
や
。
是
れ
生
に
望
む
所
な
り
。（
二
十
一
裏
―
二
十
二
表
）

士
亨
は
「
右
文
の
世
」
に
巡
り
合
わ
せ
、
人
々
の
「
推
轂
」、
す
な
わ
ち
推
挙
に
よ
り
学
職
に
就
く
こ
と
が
で
き
た
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
に
は
、

仁
斎
の
道
を
君
主
、
士
大
夫
、
そ
し
て
郷
里
の
人
々
へ
と
広
め
よ
。
仁
斎
の
道
は
聖
人
の
道
で
あ
り
、
天
地
の
道
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ

の
道
は
誰
も
が
従
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
き
ち
ん
と
行
わ
れ
れ
ば
道
へ
と
到
達
し
よ
う
と
し
て
、
こ
れ
を
士
亨
に
期
待
す
る
と
述
べ

る
。
こ
こ
で
は
当
地
の
人
々
の
「
推
轂
」
に
よ
り
儒
官
と
な
っ
た
と
書
か
れ
て
は
い
る
も
の
の
、『
勢
遊
志
』
に
見
え
る
状
況
か
ら
見
て
、

こ
れ
に
加
え
て
や
は
り
東
涯
の
存
在
が
士
亨
の
仕
官
に
結
び
つ
い
た
と
考
え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。『
文
集
』
巻
二
は
仕
官
等
で
東
涯
の
も
と

を
去
る
門
弟
へ
の
文
章
が
多
数
収
め
ら
れ
る
が
、
伊
勢
行
の
よ
う
な
東
涯
の
個
人
的
な
体
験
を
記
す
例
は
他
の
文
章
に
は
余
り
見
ら
れ
な
い
。

こ
の
ほ
か
に
も
伊
藤
東
涯
の
亡
く
な
る
前
年
の
享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
に
は
、「
奥
田
嘉
父
氏
勢
州
に
宦
し
此
を
寄
し
て
以
て
柬
に

代
ふ
」（『
文
集
』
巻
二
十
六
、
二
十
九
）
と
題
さ
れ
る
詩
が
残
る
。
嘉
父
と
は
嘉
甫
の
こ
と
で
、
士
亨
を
指
す
。
東
涯
は
士
亨
か
ら
の
手
紙
に

次
の
よ
う
な
詩
を
送
っ
て
い
る
。

間
関
し
て
嘗
て
到
る
海
南
の
村
、
香
稲
嘉
魚
頻
り
に
樽
を
倒
す
。

古
学
堂
中
多
く
の
歳
月
、
水
哉
閣
上
晨
昬
を
共
に
す
。

是
れ
自
り
羽
林
道
術
を
崇
め
、
還
た
欣
ぶ
束
帛
の
丘
園
を
賁か

ざ

る
を
。

斯
文
千
歳
未
だ
曾
て
墜
ち
ず
、
燭
を
剪
り
て
君
と
細
論
を
要
す
。
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「
海
南
の
村
」
と
は
お
そ
ら
く
伊
勢
行
で
巡
っ
た
様
々
な
村
を
指
す
だ
ろ
う
。
そ
の
折
、「
香
稲
嘉
魚
」
に
舌
鼓
を
打
ち
、
酒
「
樽
を
倒
」
し
、

賞
味
し
た
。
古
学
堂
は
古
義
堂
の
こ
と
、
水
哉
閣
は
東
涯
の
軒
号
で
、
共
に
士
亨
が
長
い
歳
月
、
学
問
に
励
ん
だ
場
所
で
あ
る
。
そ
し
て
今

や
津
藩
の
儒
官
と
し
て
君
主
以
下
、
武
士
た
ち
に
儒
学
を
講
ず
る
身
と
な
っ
た
。「
羽
林
」
は
禁
軍
の
別
称
で
、
こ
こ
で
は
津
藩
の
武
士
た

ち
を
指
そ
う
。「
道
術
」
は
儒
学
の
こ
と
。「
束
帛
の
丘
園
を
賁か

ざ

る
」
は
、『
易
』
賁
卦
の
言
葉
を
踏
ま
え
、
郷
村
に
絹
五
匹
の
礼
物
を
送
る

こ
と
。
郷
里
に
錦
を
飾
る
こ
と
を
儒
教
風
に
言
い
換
え
た
も
の
か
。「
斯
文
」
は
礼
楽
や
儒
学
の
こ
と
で
、
詩
を
結
ぶ
に
当
た
り
、
東
涯
は

千
古
不
変
の
儒
学
に
つ
い
て
ま
た
夜
更
け
ま
で
君
と
議
論
が
し
た
い
も
の
だ
、
と
詠
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
仕
官
し
た
弟
子
へ
の
喜
び
に
あ

ふ
れ
る
詩
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

ま
と
め
に
代
え
て

東
涯
の
三
回
目
の
伊
勢
行
を
ま
と
め
た
紀
行
文
『
勢
遊
志
』
で
は
、
鸚
鵡
石
を
中
心
に
、
伊
勢
神
宮
・
朝
熊
山
・
二
見
浦
な
ど
を
参
拝
・

遊
覧
し
た
様
子
が
記
さ
れ
、
一
部
伊
勢
御
師
や
俳
諧
の
世
界
と
も
接
点
が
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
神
宮
参
拝
は
あ
く
ま
で
記
事
の
一
部
に
と
ど

ま
り
、『
勢
遊
志
』
の
出
版
後
、
東
涯
の
朝
廷
で
の
知
名
度
も
あ
ず
か
っ
て
有
名
に
な
っ
た
の
は
む
し
ろ
鸚
鵡
石
で
あ
っ
た
。
併
せ
て
『
勢

遊
志
』
に
は
、
外
宮
豊
宮
崎
文
庫
に
お
け
る
講
義
や
、
津
藩
の
公
族
や
吏
士
の
前
で
『
論
語
』『
孟
子
』
な
ど
を
講
義
し
て
い
る
様
子
が
記

さ
れ
、
仁
斎
の
学
に
基
づ
く
儒
学
を
広
め
る
こ
と
こ
そ
東
涯
の
関
心
の
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
こ
う
し
た
儒
学
の
講
義
を
通

し
た
交
流
は
士
亨
の
儒
員
と
し
て
仕
官
す
る
機
縁
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
士
亨
の
屋
敷
が
あ
っ
た
豊
原
か
ら
ほ
ど
近
い
神
山
に
あ
る
一
乗
寺
の
西
側
の
参
詣
道
の
中
腹
に
は
、
鏡
石
と
呼
ば
れ
る
一
・

二
メ
ー
ト
ル
程
度
の
円
形
の
石
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
伊
藤
東
涯
の
詩
と
士
亨
の
文
章
が
刻
さ
れ
て
い
る
。『
文
集
』『
三
角
集
』
共
に
採
録
し
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な
い
た
め
、
最
後
に
見
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
（
32
）。

こ
こ
に
は
仕
官
を
終
え
た
晩
年
の
士
亨
の
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら

で
あ
る
。

伊
藤
長
胤

修
林
は
回
磴
を
夾
み
、
香
刹
神
山
に
倚
る
。

未
だ
天
下
を
小
と
す
る
に
至
ら
ざ
る
も
、
已
に
世
間
を
超
ゆ
る
こ
と
を
知
る
。

雲
深
く
し
て
白
足
に
参
じ
、
泉
湧
き
て
蒼
顔
を
照
ら
す
。

行
き
て
奇
絶
を
窮
め
ん
と
欲
し
、
此
の
途
更
に
往
還
せ
ん
。

享
保
庚
戌
四
月
十
三
日
師
に
従
ひ
て
此
に
遊
ぶ
。
詩
有
り
毎
に
念
ふ
石
を
路
に
勒
し
、
倚た

て
て
磨
崖
碑
に
擬
せ
ん
と
。
近
田
時
、
堀
木

富
、
中
野
明
慫
慂
す
る
こ
と
惟
れ
勤
た
れ
ば
、
遂
に
智
厳
和
尚
に
乞
ひ
て
四
十
九
年
の
志
誠
を
償
ふ
を
得
た
り
。
人
以
て
無
寿
た
る
べ

か
ら
ざ
る
な
り
。
安
永
丁
酉
夏
五
望

津

奥
田
亨
書

時
歳
七
十
五
（
花
押
）

先
に
置
か
れ
る
五
言
詩
は
享
保
十
五
年
四
月
十
三
日
に
一
乗
寺
に
遊
ん
だ
際
に
詠
ん
だ
も
の
で
、『
勢
遊
志
』
に
収
め
ら
れ
る
（
33
）。

後
ろ
に
付

さ
れ
た
士
亨
の
文
章
は
、
師
で
あ
る
東
涯
の
詩
を
磨
崖
碑
に
し
た
経
緯
を
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
東
涯
の
詩
が
享
保
十
五
年
四
月
十
三

日
に
一
乗
寺
に
同
行
し
た
際
に
詠
ま
れ
た
こ
と
を
述
べ
た
上
で
、
長
ら
く
こ
れ
を
石
碑
に
し
た
い
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
周
囲
か
ら
勧
め

ら
れ
、
智
厳
和
尚
に
要
請
し
て
四
十
九
年
に
及
ぶ
宿
願
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
言
う
（
34
）。

智
厳
和
尚
は
時
の
一
乗
寺
の
住
持
で
あ
ろ
う
。
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こ
の
石
碑
は
、
正
に
詩
に
詠
う
「
修
林
に
夾
ま
れ
た
回
磴
」、
す
な
わ
ち
深
い
林
に
囲
ま
れ
た
つ
づ
ら
折
り
の
石
階
段
の
途
中
に
あ
る
。

文
中
に
見
え
る
近
田
時
、
堀
木
富
、
中
野
明
と
あ
る
う
ち
、
後
者
二
名
に
つ
い
て
は
、『
南
山
先
生
八
十
寿
歌
詩
集
』
に
見
え
る
堀
木
勝
富
、

中
野
正
明
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
近
田
時
に
つ
い
て
は
不
明
。『
南
山
先
生
八
十
寿
歌
詩
集
』
は
、
奥
田
士
亨
八
十
歳
を
祝
す
る
た
め
に
作
ら
れ

た
和
漢
詩
集
で
、
孫
の
奥
田
士
廸
に
よ
り
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
に
編
ま
れ
た
。
堀
木
勝
富
、
中
野
正
明
は
こ
こ
に
そ
れ
ぞ
れ
漢
詩
一
首

を
収
め
て
い
る
（
35
）。

「
安
永
丁
酉
夏
五
望
」
は
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
五
月
十
五
日
。
こ
の
時
、
士
亨
は
七
十
五
歳
で
あ
っ
た
。
前
年
に
は
儒
員
の
後
に
務

め
た
藩
吏
の
役
職
も
辞
し
て
い
る
。
士
亨
が
こ
の
時
我
が
身
を
振
り
返
っ
て
、
そ
の
地
位
に
ま
で
至
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
や
は
り
師
東
涯

の
存
在
で
あ
り
、
直
接
的
に
は
士
亨
が
仕
官
す
る
に
当
た
っ
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
伊
勢
行
で
あ
っ
た
こ
と
を
感
じ
た
だ
ろ
う
。
鏡
石

に
刻
ま
れ
る
東
涯
の
詩
は
、
東
涯
の
門
下
生
と
し
て
、
ま
た
、
郷
里
に
錦
を
飾
る
思
い
出
と
し
て
、
何
よ
り
も
士
亨
に
と
っ
て
大
切
な
詩
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
士
亨
に
お
け
る
『
勢
遊
志
』
の
位
置
が
窺
わ
れ
よ
う
。

註
（
1
）
大
谷
雅
夫
「
伊
藤
仁
斎
の
「
伝
統
」
―
聖
人
の
道
と
歌
道
・
神
道
―
」（『
文
學
』
第
五
十
号
、
岩
波
書
店
）
で
は
、
仁
斎
は
神
道
説
に
つ
い
て
一
貫

し
て
拒
絶
・
黙
殺
し
て
い
る
と
言
う
（
十
七
頁
）。

（
2
）『
勢
遊
志
』
は
伊
藤
東
涯
著
・
奥
田
士
亨
編
、
享
保
十
五
年
京
師
書
肆
野
田
弥
兵
衛
刊
本
を
用
い
た
。
神
宮
司
庁
編
『
神
宮
参
拝
記
大
成
』（
増
補
大

神
宮
叢
書
十
二
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
。
も
と
一
九
三
七
）
に
翻
刻
と
解
説
が
あ
る
。

（
3
）
伊
藤
東
涯
に
つ
い
て
は
、
吉
川
幸
次
郎
「
伊
藤
東
涯
」（『
吉
川
幸
次
郎
全
集
』
第
十
七
冊
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
九
）、
伊
東
倫
厚
『
伊
藤
仁
斎
・
附

伊
藤
東
涯
』（
叢
書
・
日
本
の
思
想
家
10
、
明
徳
出
版
社
、
一
九
八
三
）
な
ど
を
参
照
。

皇
學
館
大
学
創
立
百
四
十
周
年
・
再
興
六
十
周
年
記
念
『
皇
学
論
纂
』

― 548 ―



（
4
）『
文
集
』
は
、『
紹
述
先
生
文
集
』（
近
世
儒
家
文
集
集
成
第
四
巻
、
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
八
）
所
収
天
理
図
書
館
古
義
堂
文
庫
本
を
用
い
た
。

（
5
）『
遊
勢
雑
誌
』
は
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
編
『
古
義
堂
文
庫
目
録
・
復
刻
版
』（
八
木
書
店
、
二
〇
〇
五
）
で
は
『
遊
勢
雑
記
』
に
作
る
。
だ
が
、

表
紙
に
『
遊
勢
雑
誌
』
と
記
す
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
『
遊
勢
雑
誌
』
に
統
一
す
る
。

（
6
）
古
義
堂
文
庫
に
は
、
一
回
目
の
伊
勢
行
の
草
稿
で
あ
る
「
辛
卯
勢
遊
志
稿
」
が
収
め
ら
れ
る
。

（
7
）
安
原
貞
平
は
、
字
伯
亨
、
号
霖
寰
・
省
所
。
信
濃
上
田
藩
士
。
安
永
九
年
没
、
享
年
八
十
三
歳
。『
文
集
』
巻
二
に
「
贈
安
原
伯
亨
氏
筮
仕
信
之
上
田
序
」

が
あ
る
。
弟
の
方
斎
は
伊
勢
久
居
の
藩
儒
と
な
っ
て
い
る
。
松
井
徳
隣
・
並
河
公
堅
に
つ
い
て
は
不
明
。

（
8
）
以
下
、
奥
田
氏
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
津
市
教
育
会
『
津
市
文
教
史
要
』
第
一
篇
「
文
政
建
学
以
前
に
於
け
る
学
事
概
況
」
第
四
章
「
古
学
の
勃
興
」

（
大
和
学
芸
図
書
、
一
九
八
〇
。
も
と
一
九
三
八
）
に
よ
る
。

（
9
）
士
救
に
つ
い
て
は
「
享
保
乙
卯
、
齢
躋
七
十
、
子
弟
開
宴
、
祝
之
投
贈
詩
歌
者
百
有
余
首
、
其
為
人
所
親
頼
如
此
。
其
年
夏
仲
罹
病
、
八
月
廿
六
日
卒
」

（「
宜
休
斎
奥
田
了
翁
墓
碑
」）
と
あ
り
、
享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
に
七
十
歳
で
没
し
て
い
る
。『
文
集
』
巻
三
十
「
鶴
契
齢
」
に
「
勢
州
奥
田
氏
乃

翁
七
十
賀
」
と
あ
り
、
同
詩
も
士
救
の
古
希
に
合
わ
せ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
乃
翁
は
了
翁
の
誤
り
か
。「
宜
休
斎
奥
田
了
翁
墓
碑
」
は
伊
藤
蘭
嵎

に
よ
る
も
の
で
、
三
重
県
松
阪
市
豊
原
町
に
あ
る
枕
山
墓
地
に
あ
る
。「
宜
休
斎
奥
田
了
翁
墓
碑
」
は
田
中
里
史
氏
の
翻
刻
に
よ
る
。

（
10
）「
次
曰
士
廉
見
養
子
堀
口
氏
、
遂
冒
其
姓
」（「
宜
休
斎
奥
田
了
翁
墓
碑
」）。

（
11
）『
文
集
』
巻
六
に
「
勢
州
射
和
家
城
氏
端
研
記
」
が
見
え
る
。

（
12
）
福
島
鶴
渓
（
一
六
七
四

－

一
七
三
三
）
は
、
川
端
義
夫
編
『
校
訂
伊
勢
度
会
人
物
誌
―
付
録
索
引
並
墓
地
図
―
』（
伊
勢
印
刷
工
業
、
一
九
七
五
）、『
考

訂
度
会
系
図
』
巻
八
（
神
宮
古
典
籍
影
印
叢
刊
編
集
委
員
会
編
『
神
宮
禰
宜
系
譜
』［
神
宮
古
典
籍
影
印
叢
刊
5

－

1
］、
八
木
書
店
、
一
九
八
五
）
に

よ
る
と
、
本
名
を
末
茂
、
号
鶴
渓
、
一
号
竜
駒
。
ま
た
、
新
四
郎
、
造
酒
と
も
称
す
。『
文
集
』
巻
二
十
五
「
中
秋
鴨
河
水
亭
賞
月
」
に
見
え
る
伊
勢

人
の
門
人
福
島
は
彼
を
指
そ
う
。
同
詩
が
詠
ま
れ
た
正
徳
元
年
は
東
涯
の
第
一
回
目
の
伊
勢
行
の
年
に
当
た
り
、
こ
の
時
に
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
な
お
、『
輶
軒
小
録
』
は
、
日
本
随
筆
大
成
編
輯
部
編
『
日
本
随
筆
大
成
』
第
二
期
第
二
十
四
冊
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
五
。
も
と
、
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一
九
二
九
）
所
収
大
田
南
畝
書
写
本
を
用
い
た
。

（
13
）「
吾
州
度
会
県
壱
瀬
谷
有
鸚
鵡
石
、
俗
伝
、
洪
荒
之
世
勢
州
有
八
奇
石
、
余
纔
記
鏡
石
葛
籠
石
、
鸚
鵡
石
亦
係
其
一
」（
十
表
）。
鏡
石
は
伊
勢
市
宇
治

今
在
家
町
五
十
鈴
川
上
流
、
葛
籠
石
は
伊
勢
市
中
之
町
に
あ
る
。
な
お
、『
勢
国
見
聞
集
』
巻
十
六
「
名
石
之
部
」
の
巻
末
に
は
、
荒
井
愚
意
「
八
奇
石

の
論
」
が
あ
り
、
士
亨
の
言
う
八
奇
石
は
あ
く
ま
で
俗
説
に
過
ぎ
な
い
と
批
判
し
て
い
る
。

（
14
）「
迂
曲
沿
渓
十
里
程
、
巌
墻
千
仞
与
雲
平
、
咲
言
歌
曲
洋
相
応
、
錯
被
人
呼
鸚
鵡
名
」（
巻
二
、
十
二
裏
）。
な
お
、『
三
角
集
』
は
、
揥
水
燕
傖
（
奥

田
士
亨
）
著
宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）
刊
本
を
用
い
た
。『
松
阪
市
史
』
第
七
巻
（
蒼
人
社
、
一
九
八
〇
）
に
翻
刻
と
解
説
が
あ
る
。

（
15
）「
山
本
宗
川
」
は
『
日
本
随
筆
大
成
』
所
収
本
は
「
山
本
宗
仙
」
に
作
る
が
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
『
東
涯
先
生
輶
軒
小
録
』
に
従
い
、
改
め
た
。

（
16
）
蔵
中
ス
ミ
「
霊
元
院
歌
壇
と
菅
原
長
義
・
勘
解
由
小
路
韶
光
―
付
・
菅
原
長
義
・
勘
解
由
小
路
韶
光
作
品
年
譜
―
」（『
親
和
女
子
大
学
研
究
論
叢
』

第
二
十
三
号
、
神
戸
親
和
女
子
大
、
一
九
九
〇
）
参
照
。

（
17
）『
文
集
』
巻
二
十
六
に
「
享
保
庚
戌
夏
、
詣
勢
州
観
鸚
鵡
石
題
詩
、
爾
後
蒙
院
宣
、
御
屏
写
進
侍
中
詹
事
藤
公
、
辱
賜
一
律
見
賀
」（
二
十
三
裏
）
と

い
う
答
詩
が
見
え
る
。

（
18
）
現
在
、
閲
覧
不
可
の
た
め
、
未
見
。
な
お
、『
古
義
堂
文
庫
目
録
』
に
は
「
鸚
鵡
石
図
詩
」
に
「
享
保
十
五
年
庚
戌
九
月
伊
藤
長
胤
頓
首
拝
題
」
と
あ

る
と
言
う
。『
輶
軒
小
録
』
に
言
う
「
其
記
を
書
き
付
く
」
と
言
う
の
が
こ
れ
に
当
た
る
か
。

（
19
）
福
島
末
済
は
、
野
田
弥
兵
衛
刊
本
で
は
「
未
済
」
に
作
る
も
、
神
宮
司
庁
編
『
神
宮
参
拝
記
大
成
』
に
よ
り
改
め
た
。「
末
」
は
福
島
氏
で
用
い
ら
れ

る
通
字
で
あ
る
。
な
お
、『
校
訂
伊
勢
度
会
人
物
誌
』『
考
訂
度
会
系
図
』
に
よ
る
と
鶴
渓
（
末
茂
）
の
長
男
と
す
る
。

（
20
）
野
田
弥
兵
衛
刊
本
で
は
豊
受
宮
（
六
葉
表
）
と
内
宮
（
同
裏
）
の
上
は
そ
れ
ぞ
れ
空
格
と
な
っ
て
い
る
。

（
21
）『
文
集
』
巻
二
十
八
に
正
徳
元
年
の
詩
と
し
て
「
登
朝
熊
岳
」
が
残
る
。

（
22
）『
文
集
』
巻
二
十
三
に
正
徳
元
年
の
詩
と
し
て
「
遊
二
見
浦
」
が
残
る
ほ
か
、
巻
二
十
五
に
や
は
り
同
年
の
詩
と
し
て
「
次
鶴
渓
詞
伯
見
示
韻
」
が
あ
り
、

「
二
見
浦
」
の
語
が
見
え
る
。

皇
學
館
大
学
創
立
百
四
十
周
年
・
再
興
六
十
周
年
記
念
『
皇
学
論
纂
』

― 550 ―



（
23
）『
校
訂
伊
勢
度
会
人
物
誌
』
に
よ
る
。
久
保
倉
盛
僚
に
つ
い
て
は
浅
野
晃
「
芭
蕉
と
伊
勢
俳
人
―
足
代
弘
員
・
竜
尚
舎
・
路
草
久
保
倉
右
近
―
」（『
皇

学
館
大
学
紀
要
』
第
二
号
、
一
九
六
四
）
参
照
。

（
24
）
奥
田
士
律
は
、
字
惣
右
衛
門
、
享
保
十
六
年
卒
、
享
年
五
十
七
歳
。
士
亨
の
従
叔
父
。『
三
角
集
』
巻
五
に
「
恕
軒
府
君
碣
銘
」（
五
表

－

六
裏
）
が

見
え
る
。

（
25
）「
徐
巿
採
余
子
孫
繁
、
又
聞
良
品
自
三
韓
、
要
知
徴
物
関
民
命
、
五
葉
図
成
仔
細
看
」（
七
裏
）。

（
26
）
基
本
的
に
『
文
集
』
は
『
勢
遊
志
』
と
重
複
し
な
い
よ
う
編
纂
さ
れ
て
い
る
が
、
同
詩
は
『
文
集
』
に
も
採
録
さ
れ
て
い
る
。「
享
保
庚
戌
詣
勢
州
、

将
帰
宿
于
関
町
吉
田
生
宅
草
卒
題
扇
頭
云
。
多
日
嘗
相
識
、
討
論
傾
肺
傷
、
同
来
同
投
宿
、
忘
却
在
他
郷
」（『
文
集
』
巻
二
十
七
、
十
一
表
）。

（
27
）
津
市
教
育
会
前
掲
書
「
古
学
の
勃
興
」
を
参
照
。

（
28
）『
遊
勢
雑
誌
』
に
は
多
く
の
具
体
的
な
人
名
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
今
後
更
な
る
分
析
が
可
能
か
も
し
れ
な
い
。

（
29
）
奥
田
士
亨
に
つ
い
て
は
、
津
市
教
育
会
前
掲
書
第
四
章
「
古
学
の
勃
興
」、
梅
原
三
千
・
西
田
重
嗣
『
津
市
史
』
第
三
巻
（
津
市
役
所
、
一
九
六
一
）

第
九
編
「
伝
記
」
第
四
章
「
学
者
」
6
「
奥
田
士
亨
と
彭
」
を
参
照
。
そ
の
他
、
角
田
夏
夫
『
三
角
亭
物
語
』（
北
方
文
化
博
物
館
、
一
九
八
五
）、
山

田
一
生
『
木
内
石
亭
を
巡
る
奥
田
士
亨
と
谷
川
士
清
の
交
遊
』（
夕
刊
三
重
新
聞
社
、
二
〇
一
七
）
も
参
考
に
し
た
。

（
30
）
柴
田
蘋
洲
に
つ
い
て
は
、『
三
角
集
』
巻
五
に
「
蘋
洲
先
生
墓
碣
銘
」
が
残
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
四
月
生
、
享
保
十
七
年

（
一
七
三
二
）
七
夕
卒
。
享
年
五
十
五
。
浅
見
絅
斎
に
朱
子
学
を
学
ぶ
と
言
う
。

（
31
）「
寿
碣
碑
」
は
亀
山
聿
三
編
『
近
代
先
哲
碑
文
集
』
第
十
四
集
（
夢
硯
堂
、
一
九
六
八
）
に
も
収
め
ら
れ
る
。

（
32
）『
勢
国
見
聞
集
』
巻
十
六
飯
野
郡
「
鏡
石
」
に
載
せ
る
。
た
だ
し
一
部
字
句
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。

（
33
）『
遊
勢
雑
誌
』
は
帰
路
に
当
た
る
四
月
二
十
四
日
・
二
十
五
日
条
に
同
詩
を
収
め
る
。
ま
た
、
字
句
も
若
干
異
な
り
、
推
敲
の
あ
と
を
窺
わ
せ
る
。

（
34
）
四
十
九
年
前
は
士
亨
二
十
六
歳
と
な
り
、
東
涯
の
詩
が
書
か
れ
る
前
と
な
る
。
あ
る
い
は
士
亨
の
単
純
な
計
算
間
違
い
か
。

（
35
）
朝
倉
治
彦
「
南
山
先
生
八
十
寿
歌
詩
集
」（『
四
日
市
大
学
論
集
』
第
十
一
巻
第
二
号
、
一
九
九
九
）
参
照
。
な
お
、
こ
こ
に
本
居
宣
長
の
名
前
が
見

え
る
こ
と
は
士
亨
の
交
遊
を
考
え
る
上
で
注
意
さ
れ
る
。

伊
藤
東
涯
『
勢
遊
志
』
と
奥
田
士
亨
に
つ
い
て
（
松
下
）
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